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国立大学法人化の課題とメリット
１ 国立大学病院の経営責任

大学病院への一般運営費交付金（病院分）584億円が、
10年で消滅（大学は運営費交付金の1%ずつが、病院は
診療収入の2%が毎年削減（東大病院では、診療用運営費
交付金（病院）の8%ずつが削減）。
運営費交付金の代わりに、競争的資金が用意。
財政投融資による借入金は病院の責任で返済。

２ 国家公務員総定員法が適用されず。職員の増員が可能。
→医師数 1.6倍、看護師数 1.8倍（法人化前は0.6人/床）。

３ 地方財政再建法が適用されず。自治体からの財政支援が可
能になる→パンデミック時に自治体からの補助金受け入れ。

４ 労働基準法と労働衛生安全法の対象となる。
勤務時間と健康管理の義務
病院運営や診療活動は労働と位置付け 2



2003年12月15日(月) 財務省に、財投償還問題について要望
「これでは大学病院はつぶれます」（東大病院）
「つぶれていただいて結構です」（財務省文科省担当主計官）

国立大学病院の財投借入金残高の推移

償還額/年

残高
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国立大学病院の新たな借入金(施設費貸付事業）

施設費貸付事業残高
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（6.1％）
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R3

R1

H29

H27

H25

H23

H21

H19

H17

運営費交付金収益 附属病院収益 学生納付金収益 外部資金等(補助金等収益、受託研究等収益等、寄附金収益、研究関連収益） その他

15％減少 附
属
病
院
収
益

100％

191％

100％

138％

24,963

26,330

27,358

28,390

29,303

31,293

31,401

32,378

34,495

国立大学法人等（90法人）の経常収益の推移
• 国立大学法人等の決算ベースによる経常収益については、高度先端医療の実施等に伴う附属病院収益の増加や、共同研究

や寄附金の受入額増に伴い、経常費用と同様に全体として増加傾向。

• 一方、運営費交付金収益については近年同額程度で推移しており、その結果、経常収益全体に占める運営費交付金の割合
は減少。（平成17年度と比較して約15％減少） 単位 億円

（出典）文部科学省「国立大学法人等の事業年度決算等について」（各年）より作成 5



学部・大学院の教育研究のための病院

特定機能病院地域医療に貢献する病院

大学病院
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大学設置基準 昭和三十一年文部省令第二十八号

（附属施設）
第三十九条 次の表の上欄に掲げる学部を置き、又は学科を設ける
大学には、その学部又は学科の教育研究に必要な施設として、それ
ぞれ下欄に掲げる附属施設を置くものとする。

医学又は歯学に関する学部
附属病院（医療法（昭和二十三年法律第二百五号）第七十条第一項
に規定する参加法人が開設する病院（医学又は歯学に関する学部
の教育研究に必要な病院の機能が確保される場合として文部科学
大臣が別に定める場合に限る。）を含む。）
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国会及び内閣に対する報告（随時報告）平成28年9月 会計検査院
https://report.jbaudit.go.jp/org/h27/ZUIJI8/2015-h27-Z8001-0.htm

国立大学法人が大学に設置する附属病院の運営について

国立大学附属病院は、医学又は歯学に関する学部等の教育研究に必要な施設と
して設置され、主として、次の三つの機能を果たすことが求められている。
① 教育機関としての機能

優れた医療従事者を養成するために、医学部学生等の臨床実習や卒後の医師の初期・
専門研修等を行う。

② 研究機関としての機能
新しい医薬品、医療機器等を開発したり、難治性患者の病態を解明したりするための研
究等を行う。

③ 診療機関としての機能
医療法（昭和23年法律第205号）上の病院として、医師又は歯科医師が公衆又は特定多
数人のために、医業又は歯科医業を行う。そして、国立大学附属病院長会議が24年3月
に提言した「国立大学附属病院の今後のあるべき姿を求めて」（以下「病院長会議提言」
という。）では、国立大学附属病院がこれまで果たしてきた教育、診療、研究の三つの使
命に地域貢献・社会貢献と国際化の二つの新たな使命を加えた五つの使命が国立大学
附属病院の使命として掲げられている。
また、文部科学省は、病院長会議提言等を踏まえ、「今後の国立大学附属病院施設整

備に関する検討会・報告書」（以下「検討会・報告書」という）を26年3月に取りまとめ、
この中で、上記五つの使命（機能・役割）を踏まえて、国立大学附属病院の施設整備を
行うことが重要であるとしている。 8



https://www.mext.go.jp/compone
nt/a_menu/education/detail/__ics
Files/afieldfile/2014/04/01/13459
84_2_1.pdf

国立大学病院
３つの機能（教育、診療、研究）と２つの新
たな使命（地域貢献・社会貢献）

上記五つの使命（機能・役割）を踏まえて、
国立大学附属病院の施設整備を行うこと
が重要であるとしている。
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https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20220818/siryo2.pdf
科学技術指標2022、NISTEP
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法人化後、臨床医学の論文割合は急激に増加している



臨床医学の論文は伸びている
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出典：NISTEP「科学研究のベンチマーキング2023」論
文数データを元にCRDS作成 12



Q値：全論文に占めるTop10％論文の割合

国立大学

私立大学
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国立大学

私立大学
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国立大学

私立大学
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公的機関

大学等
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臨床医学世界ランキング 1997-1999

日本の論文数 13,497

科学技術振興機構研究開発戦略センターCRDSの調査による 17



臨床医学世界ランキング 2007-2009
日本の論文数 14,857

科学技術振興機構研究開発戦略センターCRDSの調査による 18



臨床医学世界ランキング 2017-2019
日本の論文数 19,808

科学技術振興機構研究開発戦略センターCRDSの調査による 19



科学技術振興機構研究開発戦略センターCRDSの調査による

日本の論文数 19,888
基礎医学世界ランキング 1997-1999
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科学技術振興機構研究開発戦略センターCRDSの調査による

基礎医学世界ランキング 2007-2009
日本の論文数 18,620
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基礎医学世界ランキング 2017-2019
日本の論文数 21,768
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診療所

病院

医育機関

1975年

1975年時点での医師の年齢別分布

23



診療所

病院

医育機関

2006年

2006年時点での医師の年齢別分布
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